
 
 

  

 

 

 

 

 

 

  

ＪＲ東日本カップ 2010 第 84 回関東大学サッカーリーグ戦(後期) 1 部リーグ第 19節 

 貴重な先制点を挙げた馬込を

称える山中 

（撮影・東條貴史） 

 

「速攻」魅せた！ 

順大ディフェンスを粉砕！ 
 まさに電光石火の攻撃だった。高い

位置でボールを奪取し、一気にフィニ

ッシュまで持ち込む。シュートは面白

いように決まり、気づけば今季最多の

５得点。圧巻のゴールショーで、首

位・明大との勝ち点差を８に縮めた。 

この日も先制点は“セットプレー”

だった。開始早々の 10 分、湯澤のロ

ングスローから最後は酒井が左足を

一閃。ボールはゴールに突き刺さり、

豪快にネットを揺らす。「自分たちに

もリズムが出てくるし、早い時間帯に

取れたのが良かった」と金主将も振り

返るが、酒井の３戦連発弾がチームに

勢いを与えると、その後も主導権を握

って相手を押しこむ。24 分には右サイ

ドを抜け出した碓井が丁寧にコース

を狙ってシュート。35 分には棗が裏へ

抜け出してサイドをえぐり、40 分には

金久保が浮き球のパスでチャンスメ

ーク。いずれもゴールには結び付かな

かったが、後半の爆発を予感させる攻

撃であった。 

ゴールショーの起爆剤となったの

は金久保だ。50 分、フィールド中央で

ボールを強奪すると、ドリブルを開

始。追い越すようにして走りこんだ山

本に技ありのスルーパスを通し、アシ

ストを記録した。相手を突き放す追加

点と、１年生ストライカーを波に乗せ 

 

 

 
 

  

ハットトリックを決めた山本(右)

に駆け寄る湯澤（撮影：白瀬忠意） 

KOMAZAWA 
GK①岡 大生(4) 

DF②酒井隆介(4) 

DF⑥金 正也(4) 

DF○4 林堂 眞(3) 

DF③亀井秀将(4) 

MF⑧笠井雄太(4) 

MF⑭碓井鉄平(1) 

MF⑦金久保 彩(4) 

(87 分⑰大塚涼太(4)) 

MF⑪湯澤洋介(2) 

(75 分⑯濱田 宙(3)) 

FW⑨棗 佑喜(4) 

FW⑫山本大貴(1) 

(82 分○32佐藤 良(4)) 

S U B 

GK○21井指隆範(4) 

DF⑤山崎絋吉(3) 

MF⑬佐光 塁(4) 

MF⑮奥村 情(2) 

M A N A G E R 

秋田浩一 
 

 

 

 
 
 

 

Z Y U N T E N D O  
GK○21上福元直人(3) 

DF②中富翔太(3)  

(61 分⑮岡本一洋(3)) 

DF③岩澤大介(4) 

DF⑬日下部 諒(4) 

DF⑯砂森和也(2) 

MF⑥市原秀篤(3) 

MF⑩栗本広輝(2) 

MF⑫岡崎孝幸(1) 

(HT○26和田直己(1)) 

MF⑧天野 純(1) 

FW⑨岡本達也(4) 

FW○29岡庭和輝(1) 

(77 分⑪左山駿介(3)) 

S U B 

GK○41石川颯人(1) 

DF○22渡邉志門(2) 

DF○23向家真広(4) 

MF⑰田内翔太(3) 

M A N A G E R 

     吉村雅文 
 

 

警告(C)／退場(S) 

[駒] 25 分：亀井秀将(C) 

※データの左側が駒大 

11 月３日 13：50 平塚球技場 

 （１－０） 

（４－０） 
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国士大  

  （２－１） 

 

   

 

駒大 
(２位) (８位) 

順大 ０ ５ 

[シュート]15:９[GK]11:10［CK］５:４[直接 FK]10:16 

[間接 FK]２:４ [主審]地主 陸法  [観衆]約 200人 

得点者（ｱｼｽﾄ） 

[駒] 11 分：酒井            

[駒] 50 分：山本(金久保) 

[駒] 65 分：山本(碓井) 

[駒] 66 分：山本(碓井) 

[駒] 73 分：金(金久保)        

るという２つのおぜん立てで、大

量得点の口火を切った。 

そして、この日の“主役”とな

った山本は、自身の持つ屈指の決

定力を見せつけた。65 分、碓井の

ピンポイントクロスに「何も考え

ずにがむしゃらに飛び込ん」でこ

の日２点目を奪うと、直後の 66 分

にも碓井との“ホットライン”で

３点目。「もっと点に絡んでいきた

い。(自分の)左足で打つところは見

てほしい」と貪欲な姿勢を見せる

ルーキーの、大学入学後初のハッ

トトリックで、一気に試合の大勢

を決定づける。73 分にはＦＫから

金がとどめを刺し、追いすがる順

大の息の根を止めた。 

「前回あれだけチャンスを外し

まくっていたから、選手一人一人

が反省した結果」と酒井は振り返

る。前節・中大戦では、チャンス

を作りながらも決め切れず、悔し

い思いを味わった駒大イレブンだ

ったが、この日はその教訓を見事

に生かしてみせた。 

足踏みが続いている首位・明大

との勝ち点差は、８まで縮まった。

依然として逆転優勝は厳しい状況

に立たされているが、そこにかす

かな光が差し込み始めている。“奇

跡”を起こす、その第一歩がこの

日の勝利であると信じたい。 
(近藤 信太郎) 


